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a を正の実数とし，2つの関数を f(x) = x3 − 6x, g(x) = −3x+ a で定める．この

とき，次の問いに答えよ．

(1) 関数 y = f(x)の増減を調べ，グラフをかけ．

(2) 曲線 y = f(x)と直線 y = g(x)の共有点が 2つであるとき，a の値を求めよ．

(3) (2)における aに対して曲線 y = f(x)と直線 y = g(x)で囲まれた部分の面積を

求めよ．
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【答】

(1) 略
(2) a = 2

(3) 27
4

【解答】
f(x) = x3 − 6x, g(x) = −3x+ a

(1) f(x)を微分すると y = f(x)
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f ′(x) = 3x2 − 6

= 3(x+
√
2)(x−

√
2)

f(x)の増減は下表となり，y = f(x)のグラフは右図となる．
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(2) 曲線 y = f(x)と直線 y = g(x)の共有点の x座標は

x3 − 6x = −3x+ a

∴ x3 − 3x = a …… 1⃝

の実数解である．曲線 y = f(x) と直線 y = g(x) の共有点が y = h(x)
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2つとなるのは，h(x) = x3 − 3xとおくとき，曲線 y = h(x)

と直線 y = a の共有点が 2つとなることである． 1⃝が異なる
2つの実数解をもつときの aの値を求める．

h′(x) = 3x2 − 3 = 3(x+ 1)(x− 1)

f(x)の増減は下表となり，y = f(x)のグラフは右図となる．

x · · · −1 · · · 1 · · ·
h′(x) + 0 − 0 +

h(x) 2 −2

a > 0より，共有点が 2つとなる aの値は

a = 2 ……（答）

である．
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(3) (2)より，g(x) = −3x+ 2 である．y = f(x)と y = g(x)の共有点の x座標は

x3 − 6x = −3x+ 2

x3 − 3x− 2 = 0

(x+ 1)2(x− 2) = 0

∴ x = −1(重解), 2

曲線 y = f(x)と直線 y = g(x)で囲まれた部分は右図の y = f(x)

y = g(x)
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斜線部分である．面積を S とすると

S =

∫ 2

−1

(g(x)− f(x)) dx

= −
∫ 2
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(x+ 1)2(x− 2) dx

= −
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(x+ 1)2(x+ 1− 3) dx
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34

= 27
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……（答）

である．


